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<エ ッセイ >

ビオ トープとは何か。「ビオ トープ考」(杉山監,

1997)では次のように説明している.『ビオ ト‐プ

とは ドイツ語で BIOTOP, 英語 。フランス語で

BЮTOPEと 綴 る学術用語です。100年ほど前に ド

イツの生物学者ヘ ッケルによって提唱された述語

で,そ の後さまざまな意味が付け加えられてきま

した。現在では, 自然の生態系(ECOSYSTEM)と同

義語と考えてよいでしょう.』『bio(生命)とtopOS(場

所)の合成語である biotopc(ビオ トープ)は,文 字通

り 「生命が生息する場所」という意味である.』

大洲高校の中庭には、噴水のあるコンクリー ト

製の直径約 5mの 丸い池がある(写真 1).私 たち

が赴任する前までは,数 匹のフナ とブルーギルが

泳いでいるだけの池であつた 私たちはこの池を

もつと多 くの生き物が生育できる環境(ビオ トー

プ)にしたいと考え,植 物や水生動物を増や して,

少 しずつ環境を変えていくことにした.

まず,ホ テイアオイを浮かべるとともに,オ オ

フサモ,オ ォカナダモなどの水生植物を植えた鉢

を沈め,何 もなかつた池の水面を緑で覆つた。そ

の後メダカやイモ リなどを入れ,肉 食性のブルー

ギルは排除 し, しだいに生き物の種類 と数を増や

していつた.水 生植物 としては抽水植物のヨシ,

コガマ,オ ランダガラシ,浮 葉植物のスイ レンな

どを加えた.身 近な水辺でよく見られ,限 られた

環境に適応 しやす く,鑑 賞価値のある水生植物を

選択 した結果,帰 化植物が多くなつた。このよう

な水生植物が定着 した頃に,ギ ンブナ,カ ワニナ

などの小動物を入れた。夏になるとホテイアオイ

が水面を覆いつくし,毎 日紫色のヒヤシンスのよ

うな花を咲かせた (写真 2).メ ダカにとって,浮

水植物のホテイアオイの根は,産 卵に適 した場所

となり, 5月 中～下旬には稚魚が泳ぎだし,そ の

数を増や していった.ア メンボもいつの間にか増

え, トンボ類も産卵のため池の周 りに集ま り,や

がてヤゴが増えて次々に羽化 していつた 特にオ
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写真 1 ビオ トープ池の全景

ニヤンマは大きくて目立っていて,ヤ ゴの脱け殻

や羽化 した直後の成虫などいくつも見かけた.ま

た,オ ランダガラシの葉には,チ ョウの幼虫(アオ

ムシなど)が隠れて葉を食べている光景も見 られ

た。さらに,バ ッタ類やクモ類も,水 草の上や葉

の間に多数見 られるようになった 秋から冬にな

ると南米原産のホテイアオイは枯れて,オ オフサ

モだけの寂 しい池 となるが,そ の代わりにメダカ

やギンブナ,水 生昆虫などの姿がよく観察できる

ようになつた

今年 3月 には, ヒキガエルの卵塊を採集 してき

て池に放 した.春 の 日差 しに暖められた卵は,多

数の小さなオタマジヤクシとなって泳ぎだ した

5月 頃にはほとんどが小さなカエルにな り,雨 の

身近 に作 る水辺 ビオ トープ

写真 2 ホテイアオイの花
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日に一斉に池から這い出してきた。         <池 に入れた動物 >

この池の環境や美観を保つためには,あ る程度   メダカ (肱川)

の人間の手による管理が必要である 水位を調節   ギンブナ (肱川)

した り,水 生植物を植えかえた り,間 引かなけれ   イモ リ (中山町の池)

ばならない。また,ブ ルーギル ・ブラックバス ・  ヒキガエル (卵塊,3月 :大洲市富士山の池)

ミドリガメなどの肉食動物を生徒達が勝手に池に   カワニナ (肱川)

放 さないよう呼びかけるなど,池 の生態系が維持
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の池で産まれた トンボに親 しみを感 じた り,オ タ

マジャクシや這い出してきた子カエルに悲鳴を上

げながらも,小 動物に親 じむ機会が少 しずつ増え

てきたことをうれ しく思 う.

どこにでもある小さな池でも,発 想を少 し変え

て手を加えれば,生 物のあふれる環境に簡単に作

り替えることができると実感 している.

最近,各 地から学校 ビオ トープの実践例が多く

報告 されるようになつた (阪神 ・都市 ビオ トープ

フォーラム,1999)今 後,水 辺 ビオ トァプの良さ

がもつと広 く認識 され,い ろいろな場所(学校 。公

園 ・家庭など)で実践されるよう期待 している.環

境教育にはまず身近な生物 と親 しむことが第一歩  ′             ,

だと考えている.

<栽 培植物 > すべて大洲市周辺で採集

ホテイアオイ (ミズアオイ科 :南米原産)

オオフサモ (アリノ トウダイグサ科 :南米原産)

オランダガラシ (アブラナ科 :欧州原産)

オオカナダモ (トチカガミ科 :南米原産)

ヨシ (イネ科)

コガマ (ガマ科)

スイレン (スイ レン科 :北米原産)

ミゾソバ (タデ科)


